










備　　考

コンセプト

特徴

配置及び動線 矢印は人の動線

棟数

面積（㎡）等

棟名 構造 階数 面積(㎡) 棟名 構造 階数 面積(㎡) 棟名 構造 階数 面積(㎡) 棟名 構造 階数 面積(㎡) 棟名 構造 階数 面積(㎡) 棟名 構造 階数 面積(㎡) 棟名 構造 階数 面積(㎡)

管理図書館
棟

Ｓ 4 5,666
管理・講堂
棟
ＳＲＣ
＋Ｓ 3 4,310

実験実習・講
義・図書館棟

ＰＣ 6 29,557
管理厚生・
講堂・図書
館棟

ＲＣ 4 11,256 大学棟 ＰＣ 6 39,776
実験・研究
棟

ＲＣ 7 17,859
本部棟
（実験実習）

ＲＣ 6 16,253
棟名の　　　　　　　は免震構造
の棟を示す。

厚生棟 Ｓ 3 1,462 図書館棟 ＲＣ 3 2,545
体育館・クラ
ブ棟

ＲＣ
＋Ｓ 4 3,830

講義・実験
実習棟

ＲＣ 5 25,358 屋外付属棟 ＲＣ 1 117
管理・講義
棟

ＲＣ 5 8,539
本部棟
（講義図書）

ＲＣ 6 9,121

教育研究棟 Ｓ 6 27,097 厚生棟 ＲＣ 1 730
講堂・カフェ
テリア棟

ＲＣ
＋Ｓ 3 2,705

付属棟（動
物舎等）

ＲＣ 2 346 体育館棟
ＲＣ＋
屋根Ｓ 3 2,647

本部棟
（研究教員）

ＲＣ 7 7,464

講堂棟 Ｓ 3 1,578
実験・実
習・講義棟

ＲＣ 5 29,380 管理棟 ＲＣ 3 2,843
付属棟（倉
庫）

ＲＣ 1 80 講堂棟
ＲＣ＋
屋根Ｓ 3 1,317

本部棟（講堂
事務食堂）

ＲＣ 3 3,880

体育館棟 Ｓ 3 2,662 体育館棟
ＳＲＣ
＋Ｓ 3 2,975 体育館棟 ＲＣ 2 2,516 ﾒﾃﾞｨｱｾﾝﾀｰ Ｓ 4 3,315 体育館棟

ＲＣ＋
屋根Ｓ 2 3,254

ｴﾈﾙｷﾞｰｾﾝﾀｰ
棟

ＲＣ 1 1,484 プラザ Ｓ 7 4,792

守衛・保安
室

ＲＣ 1 6 その他
ＲＣ
＋Ｓ 1 48

共用部門面積（㎡）及び
全体に占める割合（％）

最高高さ（ｍ）

構造の特徴

グランド面積（㎡）

図書館蔵書数（冊）
（開架書庫）

食堂席数（席）

屋上庭園

塩害対策

ハートビル法誘導的基準
及び福祉の街づくり条例

7

320

150,000
(50,000)

39,955

15,489(38.8)

27.4
（教育研究棟）

8,075

112,350
(66,600)

・ＰＣ造
・体育館棟などが直接基礎の計
画

13,039(33.5)

29.2
（実験実習・講義・図書館棟）

8,168

・巨大キャノピーの計画

海辺都市横須賀のランドマークに
ふさわしい大屋根をもつ大学

ヒューマンコラボレーションキャ
ンパス（人間がともに学び合い交
流する大学）

ライブコミュニケーションステー
ジ（彼らの溢れる活気は「舞台で
昇華され、その生活で育まれた交
流が「環」で結ばれる。）

コミュニイティインターチェンジ
（人と人が認めあい尊重し合う交
流空間（人間形成・環境形成・資
産形成））

あり、面積大

122,000
(42,000)

・植裁
・外壁タイル
・外部鉄部を溶融亜鉛メッキ

満たす

280

・水セメント比の低減
・タイル等の外壁仕上げ
・ＰＣ工法

あり、面積大

・植裁
・外壁タイル
・外部鉄部を溶融亜鉛メッキ等

満たす

なし

・東に建物集約、西に緑のガー
デン（丘・丘の上のスポーツ
ゾーン・テラス）と分離。
・建物は４＋１（交流プラザ）
とし役割を明確化。
・交流プラザとメディアセン
ターの壁面はガラスのファザー
ドで４階高さまでの大きな立体
広場。

5

39,556

5

39,940

21.05
（実験・実習・講義棟）

8,325

・大スパン２４ｍ
・高耐久コンクリートの使用

15,435（38.6)

Ｇ

・本館棟の各機能は、コミュニ
ケーションプラザ（屋内及び屋
外）・交流プラザ（屋外）等に分
離。
・地域開放の講堂部門には、管理
部門と食堂を併設。
・実験実習部門は学科ごとにブ
ロック分け。
・コミュニケーションプラザのゼ
ミコーナー（屋内）は学科間の交
流場所。
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38,935

「ふれあい」のある教育環境の創造
（横須賀から新たな文化創造の拠点
として（交流・環境共生・ユニバー
サル））

地域に根ざした実践型の大学を計
画します。

Ｆ

ほぼ満たす

Ｅ

・建物は全免震・ダブルスキン
により全方位における熱付加低
減・断熱性の確保と高耐久100
年を実現する大きなマスで構
成。
・機能間は高さのある内部空間
を交流プラザとして活用。
・交流プラザの奥に体験の場、
学生相互の連携等多目的な利用
を考えたヒューマンスタジオを
配置。

・ほぼ全面免震構造
・講堂の大空間の上に管理部門
有り

306

15,807(39.6)

27
（大学棟）

8,016

114,000
(43,200)

私たちは私たちの責任において最
高の性能を持った建築を提案しま
す。

13,654(34.5)

あり、面積大

・外壁タイル
・外部鉄部をＳＵＳ等

・ＰＳ梁
・体育館の屋根が膜構造

7

満たす

なし

26.6
（講義・実験実習棟）

8,000

115,700
(45,500)

Ｄ

体育館と他の施設間に駐車場を
配置しスポーツゾーンと施設
ゾーンを明確に分離。
・オープンプラザより分棟配置
し各機能に分離。
・外部ホワイエとして機能する
オープンプラザ横にはビオトー
プを配し、また各所に緑化とと
もに池を配し、小自然環境の再
生を促進。

256

・植裁
・外壁：ダブルスキン
・外部鉄部をＳＵＳ等

ほぼ満たす

38,517

14,937(38.8)

2

39,893

31
（実験・研究棟）

なし

・北側植裁
・外部鉄部をＳＵＳ

8,890

124,000
(44,000)

342 379

39,972

16,422(41.1)

29.45
（研究室・教育部門）

114,600
(40,200)

250

満たす

なし

・水セメント比の低減
・鉄筋のメッキ、かぶり厚さ

ほぼ満たす

各　グ　ル　ー　プ　提　案　概　要

建
築

Ａ

・東西横長の２棟をキャノピー
で覆い半外部空間ながらも広大
な交流プラザを形成。
・その他の屋根は屋上庭園及び
テニスコートととして活用。
・南側の棟は東より事務管理・
講堂・食堂・体育館と集散する
施設を一列に配置。

体育館以外免震

8,096

5

項　　目 Ｂ

・スタジオ（実習室）におい
て、学科を越えた実習活動によ
る共学の場を提案。
・管理厚生・講堂・図書館・体
育館ごとに分棟配置し役割を明
確化。
・スタジオは約２４メートルの
大空間に機能用途を重視しフレ
キシビリティーのある設計。

Ｃ

左右対称の講義実習棟の内側
は、２２０人教室から低層化し
段々に屋上庭園を配置。
・外部交流を考え、正門近くに
ホワイエを利用した食堂と講堂
を配置。
・入り口からサークルステー
ジ・スクエアステージと交流を
かねたアプローチ。

     実 験 実 習 研 究

          図  書              講堂管理

                          運動場

               体育館

正
門

正
門

正
門

正
門

正
門

正
門

正
門

 
　　　　　教育研究棟

　　管理棟　講堂体育館　 ｴﾈﾙｷﾞｰ棟

　　　　　　　　運動場

　　　　　　　　　  

運動場 実験、研究棟

講義棟、管理

　         体育館

                 　講堂

図
書
館
棟

メ
デ

ィ

ア
プ

ラ
ザ

　　体育館　　　実験実習講義棟

  　　運動場 　厚生棟　　　図書館

      

　  講堂管理棟

　　　運動場 　　　　 　    実 験 実習

 　　体育館 　　　　　　講義、図書

    

          講堂              管理

食堂

 　　運動場　図書館、講義　実験実習

　　体育館　　

　　  　      講堂

           　 　　　     食堂

   体育館

                講義、実験、実習

　　

管理

 運動場 　厚生

　講堂
       図書館
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備　　考ＧＦＥＤ

各　グ　ル　ー　プ　提　案　概　要

Ａ項　　目 Ｂ Ｃ

コジェネシステム

クールピット

雨水利用システム

校舎棟空調方式

太陽熱給湯

太陽光発電

エレベータ台数

年間熱負荷係数

ｴﾈﾙｷﾞｰ消費係数/空調

ｴﾈﾙｷﾞｰ消費係数/換気

ｴﾈﾙｷﾞｰ消費係数/照明

設備関係諸室
概算面積（㎡）

機械室階高（ｍ）

維
持
管
理

維持管理計画の特徴

コ
ス
ト

割賦料＋維持管理料
（百万円）

6.2

・エネルギー、メンテナンス状
況等のデータ管理
・緊急時応援体制あり
・配管腐食状況確認のため、サ
ンプリング管設置
・機器の汎用性に配慮したｵｰﾌﾟ
ﾝｼｽﾃﾑの採用
・警備ｴﾘｱのｿﾞｰﾆﾝｸﾞあり
・総括責任者設置

0.6

設
備

あり

あり（上水の25％減）

空調機＋ＦＣＵ方式

あり（エネルギー消費50％減）

あり

10＋ダムウェーター１台

133

あり（ｶﾞｽ4300Ｎ立方メートル/
年を削減

あり

あり（雨水利用率19％）

0.7

0.6

1,700

単一ダクト＋ＶＡＶ方式
（各室）

６台

1.1

0.6

214

1,000

1.1

ＶＡＶ＋ＦＣＵ方式
（実習、実験、教室）

あり　300ｋｗ

ｸｰﾙﾋﾟｯﾄ

5.8

・ISO9000/14000ｼﾘｰｽﾞに準じた
業務管理
・エネルギー、メンテナンス状
況等のデータ管理
・利用者満足度調査を実施
・緊急時応援体制あり
・機器の汎用性に配慮したｵｰﾌﾟﾝ
ｼｽﾃﾑの採用
・警備ｴﾘｱのｿﾞｰﾆﾝｸﾞあり

あり（給湯負荷の25％減）

あり（外灯）

あり

ｸｰﾙﾋﾟｯﾄﾁｭｰﾌﾞ

あり（給水の25％減）

1.2

８台

0.6

0.76

240

あり（10,000Ｍｃａｌ/月）

4.5

・エネルギー、メンテナンス状
況等のデータ管理
・利用者満足度調査を実施
・緊急時応援体制あり
・機器の汎用性に配慮したｵｰﾌﾟﾝ
ｼｽﾃﾑの採用

1,700

免震ピット利用給気

あり（上水代替率56％）

1,300

5

・ISO9001による品質管理
・劣化診断を実施
・ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟｼｽﾃﾑの採用
・警備ｴﾘｱのｿﾞｰﾆﾝｸﾞあり
・清掃員の社内教育体制あり
・総括責任者設置

ＶＡＶ方式（実験、実習）
単一ダクトＦＣＵ（教室）

0.8

1

あり

７台

320

1.5

4.5

・緊急時応援体制あり
・機器の汎用性に配慮したｵｰﾌﾟ
ﾝｼｽﾃﾑの採用
・総括責任者設置

あり　300ｋｗ

ｸｰﾙﾋｰﾄﾁｭｰﾌﾞ

あり(15立方メートル/日）償却
５年

1.01

0.6

0.8

あり（外灯）

0.4

0.8

６台

4.8

・エネルギー、メンテナンス状
況のデータ管理
・警備ｴﾘｱのｿﾞｰﾆﾝｸﾞあり
・機器の汎用性に配慮したｵｰﾌﾟﾝ
ｼｽﾃﾑの採用
・総括責任者設置

184172

1,900

0.8

900

あり（65立方メートル/日）

５台

ＶＡＶ＋ＦＣＵ方式

あり（ｿｰﾗｰﾊﾟﾈﾙ120㎡）

あり　150kw

あり（集熱ﾊﾟﾈﾙ181kw/日）

太陽光発電50kw

あり（48立方メートル/日）

ＶＡＶ＋ＦＣＵ方式
（実験、教室）

ｸｰﾙﾋｰﾄﾄﾚﾝﾁ

太陽熱35㎡

ＶＡＶ＋ＦＣＵ方式

あり　600ｋｗ

・ISO14001を踏まえた業務遂行
・エネルギー、メンテナンス状況
等のデータ管理
・大学の相談窓口に責任者常駐
・機器の汎用性に配慮したｵｰﾌﾟﾝｼ
ｽﾃﾑの採用
・粉塵計及び光沢計を使い適正定
期清掃頻度を設定

202

0.98

0.6

0.75

2,100

21,51924,100 27,343

6.5

７台

23,253 20,423 25,813 21,457

4




























